
データリテラシー
データはビジネスの新しい言語です。
あなたの組織はそれを話せますか？
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自問すべき重要な質問

• データを信頼していますか？いいえの
場合、なぜですか？

• データについて正しい質問をしています
か？

• 組織の幹部は、「直感」に基づいて決定
を下していますか？

• 従業員が経営陣とデータに挑戦すること
に抵抗がない文化がありますか？
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データリテラシーとは

データを読み、ともに働き、分析し、議論する能力
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データリテラシーの現状

ビジネスの
意思決定者

24%

Source: Qlik Data Literacy Surveys, August 2017 - February 2018

経営層

32%

16から24歳までの
若い人たち

21%

WHO IS DATA LITERATE?
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データリテラシースキルギャップ

データリテラシー
スキルギャップ

データ生成

データの民主化

デジタルトランス
フォーメーション
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カルチャー

データリテラシー
データの民主化

セ
ル
フ
サ
ー
ビ
ス

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス

機械学習予測アルゴリズム

AI

SQL

Chief Data Officer

デジタルトランスフォーメーション

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

スキルギャップ

第4次産業革命
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リーダーの役割

カルチャーデータへの投資データリテラシーデータガバナンスデータビジョン

進化
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データリテラシーカルチャーの特徴

ラーニング

メンタリング統計的手法

ビジュアライゼーションデータフルエンシー

アナリティクススキル
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組織の現在地

従業員がデータに精通している
ことが重要であると考えているビ
ジネス意思決定者の数…

意識

92%

Source: Data Literacy Index, commissioned by Qlik and produced by Wharton School academics and IHS Markit
(October 2018)

ビジネスにおいて、従業員が
データを大いに活用して業務を
行うことを奨励している数

実情

17%
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データリテラシーが重要な理由

強力なデータリテラシーを
持つ大企業の企業価値

3-5%

Source: Data Literacy Index, commissioned by Qlik and 
produced by Wharton School academics and IHS Markit

(October 2018)
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Source: Data Literacy Index, commissioned by Qlik and 
produced by Wharton School academics and IHS Markit

(October 2018)

時価総額に基づく
大企業の企業価値

$320-$534m

This equates to

データリテラシーが重要な理由
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データリテラシーワークフォースの結果

競争力の
維持

よりよい
デシジョン

より迅速な
洞察

従業員の
関与の促進
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競争力の
維持

よりよい
デシジョン

より迅速な
洞察

従業員の
関与の促進

「行動に対する洞察を自分自身にもたらし、肯定的な結果
を経験することで従業員はデータを活用し続け、新しい働き
方を模索し、実行することに繋がります。」

データリテラシーワークフォースの結果
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データリテラシーワークフォースの結果

競争力の
維持

よりよい
デシジョン

より迅速な
洞察

従業員の
関与の促進

「スキルアップの必要性は、恥ずかしがったり、怖がったりするこ
とではありません。 ただし、特に私たちのように激しい競争圧
力にさらされており、可能な限り効率的に運営する必要があ
るような業界では、真剣に考える必要があります」
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データリテラシーワークフォースの結果

競争力の
維持

よりよい
デシジョン

より迅速な
洞察

従業員の
関与の促進

「データリテラシーの高い従業員のほとんどが自主性を発揮し、
ビジネスの成長を促進し、自身のキャリアを加速させています。」
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Qlikのミッション

包括的なラーニングオプション
でデータフルエンシーを強化

エデュケーション

データリテラシー世界の創造

実証済みのベストプラクティスで
デジタルトランスフォーメーション

の成功を促進

ストラテジー

強力なアナリティクスにより、
データに基づいたより良い

意思決定の実現

テクノロジー
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Qlikのミッション
データリテラシー世界の創造
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Why?

今日、データリテラシーは読み書きと同じくら
い重要ですが、私たちは重大なスキルギャッ
プに直面しているため

How?

データリテラシーの世界を作成する教育、技
術、およびビジネス戦略を全員に提供する

Qlikのミッション
データリテラシー世界の創造
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データリテラシー世界の創造

• データに関する正しい質問

• すべてのデータを完全に活用

• 人間の直感を補強

データに基づいたより良い
意思決定の実現

• 重要なビジネススキルのギャップを埋める

• 幅広いユーザーに機能を広める

• より効果的なワークフォースの開発

データフルエンシーの強化

• 深い専門知識とベストプラクティスの活用

• 企業全体でデータリテラシーを拡大

• 組織カルチャーのシフトを促進

デジタルトランスフォーメー
ションの成功を促進
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データフルエンシーの強化
データリテラシープログラム

製品に
中立的

全体個人

データリテラシー
カルチャー

データに基づいた
意思決定

アナリティクスの
基礎

データとアナリティクス
ストラテジー
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デジタルトランスフォーメーションの成功を促進
データリテラシーコンサルティング

ワークショップ

専門のデータリテラシーアドバイザーとの
1時間のセッション

• データリテラシーの基礎
• ワークフォースの強化の方法

コンサルティング

ワークショップで設定された基盤の上に
構築された継続的なコンサルティング

• パーソナライズされた段階的なアプローチ
• 実証済みの方法論

Qlik 認定フレームワーク

プランニングと
ビジョン

コミュニケーション

アセスメント

カルチャーの
発展

標準学習

評価と調整
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データに基づいたより良い意思決定の実現
Qlik Sense

AIによって生成された洞察
をコンテキスト内で探索

ビジュアライゼーションおよび
チャート作成プロセスを加速

および自動化

スマートなビジュアライゼーション
とオーサリング

自然な言語の対話から、
簡単な分析の実現

会話分析と自然言語洞察の提案 –
ビジュアルと連想
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データリテラシー世界へのコミットメント

• Qlikを活用した独立したグローバルコミュニティ

• データリテラシーを促進するための戦略とツール

• 専門家の強力なエコシステムへのアクセス

データリテラシープロジェクト

TheDataLiteracyProject.org
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データリテラシー世界へのコミットメント
アカデミックプログラム

• 教授と学生向けの無料プログラム

• ソフトウェアと学習リソース

• 完全なデータアナリティクスカリキュラム

qlik.com/AcademicProgram



Thank You

qlik.com/DataLiteracy
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データリテラシープログラム
詳細
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データリテラシープログラム

製品に
中立的

全体個人

データリテラシー
カルチャー

データに基づいた
意思決定

アナリティクスの
基礎

データとアナリティクス
ストラテジー
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アセスメント
スキルを評価するためのオンライン調査

• オンラインアンケート。

• データのペルソナの発見

• 規範的なトレーニングロードマップの取得

• 利用可能なグループ評価。

データの達人 データ見習い データ初心者 データ回避者

FREE
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認定

• 2.5時間、70問の試験

• ビジネス要件を解釈する能力を検証します。 データの理

解と変換。 視覚化の設計、構築、および解釈。 結果を

分析、実行、共有

• Qlik Continuous Classroomでリモートで利用可能

業界初のデータリテラシー認証

FREE
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認定
認定詳細

説明
データリテラシー認定試験は、ビジネス要件を解釈する能力を測定する製品に依存しない試験です。 データの理解と変換。 視覚化の設計、構築、および解釈。
結果を分析、実行、共有。

フォーマット

•包括的なシナリオベースの質問

• 70の質問

• 2.5時間

対象

データを操作し、データリテラシースキルを測定したい人

試験の前提条件

Qlik Continuous Classroom:

• データリテラシーの概要セクションのすべてのコース

• データの基礎セクションのすべてのコース

• データに基づいた意思決定セクションのすべてのコース

• 「基礎分析」セクションの「シグナルとノイズと相関と原因の理解」コース

書籍:

• The Functional Art by Alberto Cairo

• Data Visualization by Any Kirk

利点

データの読み取り、操作、分析、および議論のスキルの検証
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オンラインコース
Qlik Continuous Classroom

• ビデオベースのモジュールの大規模なライブラリ

• リファレンスガイドとクイズ

• 必要なときに学習するためのスマート検索

FREE
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オンラインコース
キーコンピテンシー

データリテラシーの概要

データの基礎

アナリティクスの基礎

データに基づいた意思決定

重要な理由、データリテラシーの文化を育てる方法、企業全体で採用を促進
するためのベストプラクティスなど、データリテラシーの入門トピックをカバーする
コース

データの理解、集計の理解、分布の理解など、データリテラシーの基礎を教える
コース

信号とノイズの理解、相関と因果関係、分析ABテスト、単純な線形回帰分
析、決定木分析などの基本概念を教えるコース

誰もが使用できるモデルとツールによってサポートされる、組織に価値をもたら
すデータに基づいた意思決定を行うために必要なスキルと能力を教えるコース。

高度なアナリティクス
R＆Pythonなど、より高度な分析トピックに飛び込むコース
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インストラクター主導トレーニング
データリテラシー組織の設立

• 1日のデータリテラシー入門コース

• オンサイトまたはリモート

• ワールドクラスのインストラクターが提供
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インストラクター主導トレーニング
コース詳細
説明
データリテラシー組織の設立は、データリテラシー組織の設立に必要な原則、文化、スキルを参加者に十分に理解してもらうために設計された、インストラクター主
導の入門コースです。 登録するには、お近くのトレーニングマネージャーにお問い合わせください。

• インストラクター主導トレーニング、オンサイトま
たはリモート

• 1 日

クラスタイプと期間

データリテラシー、データと分析文化、およびデータを使用し
た意思決定の重要なスキルを学び、構築したい組織

コースの前提条件

データを使用して組織内の意思決定を支援する人

対象

• データと分析戦略の重要な特徴を理解する

• データリテラシーを組織に適用する

• 自分の個人的なキャリアにデータリテラシーを適用する

• データと分析をビジネスの目標と目的に結び付ける

• データで成功するために組織が文化を発展させるのを支援する

• データと分析内で信頼を育てる

• データに関する適切な質問をして、データから洞察を得る

• 認知バイアスを克服する

• 健全なビジネスおよび分析の質問を作成する

• 組織内の好奇心を高める

• データストーリーテリングの構築と利用のプロセスを開始する

• データリテラシーの文化を作成する

• 最初の観点から4つのレベルの分析を適切に活用する

学べるスキル

Part 1 – データリテラシー概要

• 世界のデータの現状

• 組織内のデータ構造と信頼

• データの民主化

• データと分析戦略

• データと分析戦略における4つのレベルの分析と関連
する役割

• 世界のデータリテラシーの状態

• データリテラシーとその特性の定義と学習

コース概要

Part 2 – データリテラシーカルチャー

• 組織に対するデータリテラシーの価値

• データと分析におけるリーダーシップの役割

• データリテラシーカルチャーの主な特徴

• 最高データ責任者の役割

Part 2 – データに基づいた意思決定

• データに基づいた意思決定フレームワーク

• データを使用して意思決定を行う6ステップのアプローチ

• データの良い質問をすることを学ぶ

• 意思決定へのメンタルモデルの適用
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コンサルティング
ワークショップ

• データリテラシーの基礎
• データの世界
• どのようにワークフォースを強化するか

オンサイトまたはリモートでのデータリ
テラシーアドバイザーとのセッション。

FREE
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コンサルティング
導入サービス

• パーソナライズされた段階的なアプローチ
• 実証済みの方法論
• データリテラシーアドバイザーが提供

6ステップの導入フレームワークに基
づいた継続的なコンサルティング契約

プランニングと
ビジョン

コミュニケーション

アセスメント

カルチャーの
発展

標準学習

評価と調整
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コンサルティング
6ステップの導入フレームワーク

プランニングとビジョン1

主要な利害関係者、組織の現在のレベ
ルの従業員データリテラシーの評価、およ
び特注のデータリテラシー戦略を特定

コミュニケーション2

プロジェクトチームと協力して、内部の賛
同と団結を促進するのに役立つ重要な
内部コミュニケーションを作成

アセスメント3

データリテラシー能力について参加してい
る各個人を評価し、対応するデータペル
ソナの把握

カルチャーの発展4

人々が変化に対してどのように反応する
かを探り、チームを共通の目標に向ける
ガイダンスを提供

標準学習5

Qlikとサードパーティのリソースのロードマッ
プを提供し、ターゲットを絞った学習計画
を、ウィークリーで提供

評価と調整6

プログラムがどのように実行および動作し
ているかを定期的に確認し、価値が最大
化されるように必要に応じて調整
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コンサルティング
サマリー

ワークショップ
Qlik Data Literacy Advisoryによる1時間の無料イントロダクションセッション。

段階的なエンゲージメント
Qlikの6ステップフレームワークを利用した、オンサイトまたはリモートのエンゲージメント。

アセスメント
データペルソナの把握によるデータリテラシー能力のグループに対する評価

パーソナライズされたラーニングプラン
Qlikおよびサードパーティのリソースを含む各データペルソナのロードマップ

ラーニングリソース
インストラクター主導のトレーニングを追加するオプションを含むオンラインコースと認定



39

私にとって最も重要なことは、データを読み、操作し、
分析、議論するために、自身を訓練することでした

Fiona Golden
Business Process Manager



40

Qlik Sense
詳細
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Qlik Sense
AIによるデータリテラシー

AIによって生成された洞察
をコンテキスト内で探索

ビジュアライゼーションおよび
チャート作成プロセスを加速

および自動化

スマートなビジュアライゼーション
とオーサリング

自然な言語の対話から、
簡単な分析の実現

会話分析と自然言語洞察の提案 –
ビジュアルと連想
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洞察の提案 – ビジュアルと連想
AIによって生成された洞察をコンテキスト内で探索

• Insight Advisorは、Qlik Sense全体でさまざまなAIを活
用した洞察の提案を提供

- Visual Insightsは、全体的なデータセットとユーザー検索
条件に基づいて、グラフと視覚化を自動生成および優先順
位付けをおこなう

- Associative Insightは、最も関連性の高い隠された洞
察を「灰色で」強調表示し、潜在的な影響をユーザーがさら
に探求できるようにする

• 前例ベースの機械学習は、複数の入力に基づいて、時間と
ともにより関連性が高くカスタマイズされた洞察を促進

• マシン生成の洞察は、Qlik Associative Engineによって
駆動されるユーザー選択と常に関連している

This document and Qlik‘s strategy and possible future developments are subject to change and may be changed by Qlik at any time for any 
reason without notice. This document is provided without a warranty of any kind.  The document may not be copied, distributed, or 

otherwise shared with any third party.

「Qlik Senseのアソシエイ
ティブインサイトは素晴らしい
です。 ダークグレー（除
外）値に光を当てると、組
織のデータリテラシーを向上
させることでアクションを促進
します。」

-データ愛好家
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スマートビジュアライゼーションとオーサリング
ビジュアライゼーションおよびチャート作成プロセスを加速および自動化

• ドラッグアンドドロップでAIによって分析を簡単に作成

- データソースを結合するための関連付けの推奨事項。

- 視覚化の最良のタイプのチャートサジェスチョン

- 作成を高速化および自動化するためのさまざまなスマート
データ準備およびオーサリング機能

- データとオブジェクトの管理された再利用可能なライブラリ

- Qlik Associative Engineにより、視覚化を行うのにSQL
クエリは不要

• スマートビジュアライゼーションは、データの全体的な形状を要
約し、外れ値とホットスポットを強調表示

• QlikGeoAnalytics®テクノロジーに基づくマルチレイヤーマッ
ピングは、高度な地理空間分析を提供

• アドバンスドオーサリングにより、高機能で情報密度の高いア
プリケーションとダッシュボードが可能

「Qlik Senseは、セルフサービスパッケージでエンタープライズレベルの
データ統合、視覚化、分析を提供します。 ドラッグアンドドロップでデー
タを検出できます。 Qlik Senseを使用するためにデータサイエンティス
トである必要はありません。 コードの行を知る必要はありません。 大衆
向けのビジネスインテリジェンスです。」

-シニアディレクター-エンタープライズアナリティクスヘッド
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会話分析と自然言語
自然な言語の対話から、 簡単な分析の実現

• 自然言語を利用して、会話形式で情報を検索および分析
し

• Qlik Insight Botは、会話型の自然言語分析インターフェ
イスを提供

- 自然言語処理および生成（NLPおよびNLG）

- インテリジェントな自己学習型AI

- 何を、なぜ、そして次にどこへ行くかの洞察力の生成

- ビジュアルダッシュボードとのコンテキスト統合

- アラート、コラボレーション、音声対話

• スマート検索を使用すると、ユーザーは単純なキーワードを使
用してデータと関連付けを検出可能

• Insight Advisorで検索して、洞察の提案をカスタマイズ

This document and Qlik‘s strategy and possible future developments are subject to change and may be changed by Qlik at any time for any 
reason without notice. This document is provided without a warranty of any kind.  The document may not be copied, distributed, or 

otherwise shared with any third party.

ガートナーによると…
「2021年までに、会話分
析と自然言語処理
（NLP）は、分析とBIの
採用を従業員の32％から
組織の従業員の50％以上
に高め、特にフロントオフィ
スのユーザーに新しいクラス
を組み込みます。」

- “Augmented Analytics Is 
the Future of Data and 
Analytics”, Gartner, October 
2018
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